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    ツクエノ ハシガ メゲトル
↗
。（机の端が壊れているよ。）
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       を高く発音する。１拍のみピッチが上がる場合はそれが高く発音される。
これは次のような<0>型の語において確認できる。











   サクラ
─
    イワシ
─





































      サクラガ
─
    イワシガ
─











































 (8) 桜が見える サクラガミエ






のみが高く発音される。室山(1998)では(2)の「トリガ トンデ キタ ガ」について「述語が来ると，
全体が低平調になる」と述べるにとどまり，どういった範囲が低平調になるのかまでは明らかに述
べていない。これについても標準語と鳥取東部方言を比べられたい。
 (9) 鳥が飛んで来た トリガ
─ ─
トンデキ





















































































































































































   にくる１拍が優先的に高く発音される。
次の例では文頭の語の第１拍「モ」を低くしても高くしても鳥取東部方言では自然となる。














































































─ ─ ─ ─
カ] [トリガトンデキ
─ ─ ─ ─ ─ ─
タヨ]。





















─ ─ ─ ─
ス。












































































































































































    お母さんら オカーサン
























































                                                            
１ 本稿ではアクセントのある部分に付ける傍線を，原稿作成上の都合により連続させずに文字単位毎に付した。
２ 『NHK 日本語発音アクセント辞典 新版』(1998)では，共通語のアクセントの特徴を二つあげるとすればと
して，高いところは１拍か，そうでなければ連続した拍であること，第１拍が高ければ第２拍は低くなり，逆
に第１拍が低ければ第２拍は高くなることを挙げている。
３ 金田一(1977)では次のように表記している。○
カ
○
ゼ
○
サ
○
ク
○
ラ
○
ア
○
タ
●
マ
４ 上野(2003)では，「イ（二重母音の副音），―，ン；ッ」とある。
５ 「茄子（なすび）」では標準語と同じ「な」を高く読むこともあり，揺れが認められる。
６ 『新明解国語辞典第六版』（三省堂 2007）ではこの順番で掲載されているが，前述の２つの辞典はいずれも
逆の順で掲載している。
75言アクセントの規則

